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岡
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概
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節
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榊
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榊
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－
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－
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概
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－
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概
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－
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膳
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梢
－
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－
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－
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績
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梢
－
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梢
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－
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－
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縮
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－
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作
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ボ
ス
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響
ノ
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態
ヲ
探
索
セ

Y
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η
ノ
、
末
梢
混
合
神
経

幹
ノ
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ヲ
遮
断
ス

Y

コ
ト
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ヨ
リ
ノ
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税
現
ス
Y
血
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加
ノ
本
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－
一
関
シ
ア
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等
ノ
設
明
ヲ
モ
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セ

Y

モ
ノ
ニ
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、
而
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ア
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梢
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紳
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－
一
比
ジ
ア
血
流
鐙
化
－
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－
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Y
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コ
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－
一
賛
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セ
ザ
u
y

所
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Y
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梢
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合
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一
－
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中
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－
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Y
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張
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縮
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ノ
存
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ス

Y

コ
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A

諸
家
ノ
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セ

Y
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ノ
、
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。
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A
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経
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梢
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Y
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ヲ
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－
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Y

コ
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ヲ
遮
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コ
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Y

血
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縮
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－
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械
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フ

Y

コ
ト
ユ
ヨ

y
該
肢
ノ
視
度
上
昇
ヲ
誼
明
シ
、
］
w
g
z
m
x
f
出
2
4
5
三W

4
3
己
主

氏
等
是
－
一
唱
和
シ
、
之
ヲ
以
ア
脊
髄
神
経
中
／
血
管
撰
張
紳
鰹
ノ
作
用
－
一
ヨ

Y

モ
ノ
ナ

y
ト
限
定
セ
リ
、
一
九

O
二
年

F
1
5

氏
A

犬
ノ
脊
髄
後
根
－
一
電
気
刺
戟
ヲ
行
ヒ
「
プ
レ
チ
ス
モ
グ
ラ
フ
」
ヲ
用
ヒ
ア
後
肢
ノ
容
積
ノ
増
大
ス

Y

コ
ト
ヲ
謹
明
シ
、
夏
－
一
該
肢
ノ
皮
膚

ヲ
剥
離
ジ
ア
同
様
ナ
Y
貰
験
ヲ
行
フ
時
A

殆
ン
ド
容
積
ノ
増
大
ヲ
見
ザ
Y

ヲ
以
ア
血
管
瞭
張
神
経
ノ
作
用
A

皮
膚
血
管
一
一
限
局
セ
ラ

y
、
モ

ー
ナ
ラ
ン
ト
報
告
セ
円
ノ
。

斯
ノ
如
ク
末
梢
混
合
紳
経
ノ
遮
断
ガ
葉
支
配
領
域
ノ
血
流
ヲ
増
加
セ
シ
ム

Y
作
用
ノ
異
相
－
一
関
ス

Y
諸
家
ノ
見
解
ノ
不
定
ナ

Y
A
、一

A
葉

検
索
ノ
賢
験
的
根
諜
ノ
合
理
的
ナ
ラ
ザ
Y
ト
、
一

A

一
部
ノ
賓
験
成
績
ヲ
以
ア
全
般
ヲ
判
定
セ
ン
ト
セ

Y
結
果
ナ

Y
可
シ
、
由
来
生
活
龍
三
於

ク
u
y

血
流
ノ
増
減
A

血
統
自
己
ノ
多
寡
ヲ
示
指
ト
シ
ア
之
ヲ
論
ゼ
ザ
Y
可
カ
ラ
ズ
、
混
度
ノ
上
昇
、
容
積
ノ
増
大
等
A

畢
克
是
一
一
層
ス

Y
附
帯

現
象
ニ
ジ
ア
是
等
ノ
愛
化
ヲ
以
ア
直
チ
ニ
血
流
ノ
増
減
ナ

P
ト
速
断
ス
U
Y
A

早
計
ノ
誹
ヲ
兎
カ
レ
ズ
、
神
経
切
断
ニ
ヨ

Y
営
該
肢
ノ
容
積
増
大



ノ
加
キ
A

浮
腫
葉
他
ノ
原
因
ニ
ヨ

yFプ
モ
起
リ
得
ペ
キ
コ
ト
ヲ
考
慮
セ
ザ
Y
可
カ
ラ
ズ
、
夏
－
一
一
久
血
管
ノ
蹟
張
？
内
径
ノ
増
大
ニ
シ
ア
血
流
ノ

増
加
λ

流
速
一
定
ノ
場
合
血
管
断
面
ノ
内
径
f

面
積
－
一
比
例
ス

Y
モ
ノ
ナ
Y
ガ
故
三
血
管
ノ
慌
張
ト
血
流
ノ
増
加
A

常
－
一
並
行
ス

Y

毛
ノ

ニ
非
ズ
、
郎
チ
直
接
血
流
量
ノ
測
定
ガ
血
管
憤
張
度
ノ
観
察
ヨ
リ
モ
其
精
密
度
－
一
一
於
－
7
蓬
カ
ニ
優
越
ナ
Y

成
績
ヲ
賛
ス
可
キ
コ
ト
言
ア
侠
タ

ズ
。
滋
－
一
於
ア
余
A

一
昨
年
来
百
数
十
頭
ノ
犬
ト
二
年
僚
ノ
日
子
ヲ
費
シ
ア
、
中
橿
及
末
梢
南
方
面
ヨ
リ
本
問
題
ノ
解
決
－
一
従
事
シ
、
直
接
数

量
的
ユ
一
流
血
量
ヲ
測
定
シ
、
略
是
ガ
本
態
ヲ
明
カ
ユ
シ
得
タ
ソ
ト
信
ズ

Y

ヲ
以
ア
蕊
－
一
其
詳
細
ナ
Y
質
験
記
録
ト
共
－
一
其
結
果
ヲ
報
告
シ
先
進

諸
賢
ノ
批
判
ヲ
仰
ガ
ン
ト
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
。

第
一
章

第
一
節
賓

験

法

賓
輪
大
要
反
賓
駿
材
料

方

貫
験
動
物
ト
ジ
ア
A

建
康
ナ

Y
犬
ア
使
用
セ
リ
、
コ
レ
犬
A

貰
験
動
物
ト
ジ
ア
比
較
的
高
等
ニ
ジ
ア
神
経
ノ
戚
受
性
鋭
敏
ナ

Y
ト
、
一
方

円

2
2
H
2・
氏
手
術
－
一
ヨ

y
脊
椎
ア
開
盤
シ
後
根
ヲ
切
断
シ
、
夏
－
一
開
腹
術
ヲ
行
ヒ
腰
薦
交
戚
紳
経
節
蹴
索
ア
摘
出
シ
、
ジ
カ
モ
向
ホ
且
ッ
数
日

乃
至
十
数
日
間
健
康
ヲ
保
持
セ
ジ
メ
ザ
Y
可
カ
ラ
ザ
w
y

本
質
験
－
一
一
於

e

プ
A

、
到
底
他
動
物
A

使
用
－
一
堪
ヘ
ザ
Y
ガ
潟
メ
ナ

9
0
賞
駿
A

最
初
掛

照
試
験
ト
ジ
ア
健
康
動
物
ニ
就
キ
一
定
時
間
内
ニ
一
致
回
左
右
雨
下
肢
ノ
流
血
量
ヲ
測
定
シ
、
其
生
理
的
非
異
及
質
験
誤
差
ノ
範
園
ヲ
決
定
シ
、

衣
デ
強
備
貫
験
ト
シ
ア
二
側
脊
髄
後
根
切
断
、
一
側
腰
薦
交
戚
神
経
節
朕
索
切
除
及
一
側
坐
骨
紳
経
及
股
紳
経
切
断
ノ
三
種
－
三
日
一y
、
手
術

直
後
ヨ
リ
術
後
二
週
間
乃
至
十
六
日
二
百
一

y
順
’
次
時
日
ノ
経
過
ニ
従
ヒ
流
血
量
ヲ
測
定
シ
、
最
後
－
一
貫
験
本
論
ト
シ
ア
脊
髄
後
根
、
腰
薦
交
戚

紳
経
直
後
節
賦
索
、
坐
骨
紳
経
及
股
紳
艇
等
ノ
刺
戟
又
A

切
断
一
一
ヨ

Y
各
血
流
ノ
獲
化
及
ピ
是
等
手
術
操
作
ノ
組
合
セ
ニ
ヨ
ツ
ア
起
Y
下
肢

ノ
血
流
ヲ
測
定
セ

Y
毛
ノ
ナ
甘
ノ
。
賓
駿
一
一
際
シ
ア
下
肢
ノ
流
血
量
二
吊
－
二
定
ナ
Y
モ
ノ
ニ
非
ズ
二
定
保
件
ノ
下
ニ
於
－
プ
モ
毎
測
定
時
某
値

ヲ
異
－
一
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y
ガ
故
－
一
流
血
量
ノ
差
異
ヲ
云
潟
ス

Y

－
一
其
絶
健
値
フ
以
ア
ス
可
カ
ク
ズ
、
卸
チ
余
A

絶
健
値
ト
共
－
一
差
異
ノ
各
百
分
率

ヲ
掲
グ
賓
験
成
績
判
定
ノ
悲
準
ト
セ
リ
ノ
。

第
二
節

第
凶
巻

「『

原

著
L」

"'= aコ

宮

手
術
方
法
及
紳
鰹
刺
戟
方
法

五
三
七

（
第
四
獄

三
九
）



第
四
巻

F、
原

著、」

-;.'; 

宮

五

八

（
第
四
球

四
O
）

第
一
項

脊
髄
後
根
切
断
術

脊
髄
後
根
A

第
一
腰
椎
ヨ
リ
ノ
第
二
薦
骨
椎
－
一
至
Y
迄
ノ
間
全
部
之
ヲ
切
断
セ

y
、
斯
ノ
如
ク
庚
範
ナ
Y
部
分
一
一
一
日
一
Y
脊
椎
ノ
開
整
A

多
量
ノ

出
血
ヲ
件
ヒ
易
ク
、
術
後
脊
椎
弓
ノ
欠
損
部
A

縦
走
ノ
一
大
裂
孔
ヲ
形
成
ジ
其
内
部
－
一
血
腫
ア
形
成
シ
ア
間
々
化
膿
ヲ
来
シ
、
試
獣
A

骨川メ－一

術
後
数
日
ナ
ラ
ズ
ジ
ア
著
ジ
ク
衰
弱
ジ
所
要
ノ
期
日
三
賀
験
シ
得
ず
Y
ヵ
、
然
－
プ
ザ
M
F

モ
血
流
ノ
測
定
ニ
営
リ
ノ
ア
流
速
極
度
－
一
遅
滞
ジ
到
底
正

確
ナ
Y
成
績
ヲ
期
待
ジ
難
キ
状
態
－
一
及
プ
モ
ノ
ア
U
Y

ヲ
以
ア
、
本
手
術
－
一
際
uv

てプ
A

出
血
ヲ
最
小
限
度
－
一
止
メ
且
ッ
可
及
的
短
時
間
－
一
手
術
操

作
ヲ
終
了
セ
シ
メ
ザ
Y
可
カ
ラ
ズ
。
余
A

動
物
ノ
鰻
重

一
町
二
割
ジ
一

μ臨
酸
「
モ

Y

ヒ
ネ
」
液
ヲ

0
・
八
ノ
割
合

F

一
皮
下
注
射
ヲ
行
ヒ
、
数

時
間
後
動
物
ヲ
長
上
二
腹
臥
位
－
一
固
定
シ
、
背
ノ
中
央
部
ヨ

y
尾
根
部
ニ
至
Y
迄
剃
毛
ジ
規
定
ノ
消
毒
ヲ
行
ヒ
タ

Y
後
、
第
一
一
腰
椎
部
ヨ

y
尾

根
部
ニ

一け
’y
縦
七
化
ノ
皮
切
ヲ
加
へ
、
骨
膜
剥
離
子
ヲ
用
ヒ
枯
柿
叫
肌
突
起
ノ
雨
側

出
ス
山
F

ヲ
待
チ

4

プ

E
三
．
氏
骨
釦
子
ア
用
ヒ
－
プ
之
ヲ
前
M

除
シ
、
向
ホ
脊
椎
健
ノ
背
面
ノ
一
部
ニ
一
峨
脂
膜
外
脂
肪
組
織
ノ
露
出
ス
山
y

迄
開
酔
盤
ア

加
へ
、
蕊
ニ
於
－
プ
最
小
ナ

y
骨
甜
子
一
一
代
へ
所
要
ノ
範
園
三
旦

y
脊
椎
管
ア
開
キ
脂
肪
組
織
ヲ
除
去
ス
レ
バ
白
色
ノ
硬
脳
膜
一
一
山
遥
ス
、
後
根
切

断
ノ
直
前
－
一
於
－
ア
A

「エ

1
ア
Y
」
r
深
麻
酔
ヲ
施
シ
、
後
枚
－
一
細
小
ナ
Y
車
鋭
鈎
ヲ
掛
ケ
前
根
ト
少
シ
ク
移
開
セ
シ
メ
ア
之
ァ
切
断
ス
、
後

根
切
断
A

何
レ
モ
常
－
一
脊
髄
紳
鰹
節
ノ
外
方
（
末
梢
側
）
一
一
於
ア
行
ヒ
、
業
中
極
断
端
A

夏
－
一
脊
髄
紳
経
節
ト
共
ニ
一
切
除
セ
リ
ノ
。

第
二
項
腰
薦
交
感
神
経
筒
状
索
切
除
術

腰
薦
交
戚
神
経
節
版
索
切
除
術
モ
脊
髄
後
根
切
断
ノ
場
合
ト
同
様
、
動
物
A

閤
酸
「
毛

Y

ヒ
ネ
」
ノ
注
射
－
一
ヨ

y
麻
酔
ア
行
ヒ
、
牽
上
－
一
仰

臥
位
－
一
緊
縛
シ
腹
部
ノ
剃
毛
後
正
規
ノ
消
毒
ヲ
行
ヒ
、
腹
部
正
中
線
－
一
一
於
ア
上
腹
部
ヨ

p
下
腹
部
三
日
一9
開
腹
術
ア
行
ヒ
腹
部
内
臓
A

細
川
浪
綿

紗
ヲ
以
ア
包
裡
シ
ア
一
方
一
偏
在
セ
シ
メ
、
大
動
脈
ノ
後
方
脊
推
ノ
前
面
ヲ
縦
走
ス

Y
節
朕
索
ア
其
交
通
枝
ト
共
ニ
切
除
ス
w
F

モ
ノ
ナ

y
、
而

シ
ア
節
朕
索
A

一
側
ノ
場
合
ナ
グ
ト
南
側
ノ
場
合
ナ
Y
ト
ヲ
問
A

ズ
毎
常
腹
部
第
一
節
ヨ

y
薦
骨
部
最
終
ノ
紳
鰹
節
－
一
至
Y
迄
全
部
之
ヲ
切

除
セ

9

。

第
三
項

坐
骨
神
経
及
股
肺
鰹
切
断



前
二
者
ト
同
様
ナ
U
Y

手
術
準
備
ノ
下
ニ
動
物
A

最
初
仰
臥
位
－
一
固
定
uv
、
鼠
撲
部
ノ
稿
上
方
－
一
於
ア
皮
切
ア
加
へ
股
神
経
ア
露
出
、
之
ヲ
切

断
シ
タ
M
F

後
腹
臥
位
－
一
代
へ
、
二
頭
股
筋
及
竿
臆
様
膜
筋
ノ
間
ノ
凹
溝
ヲ
示
標
ト
ジ
ア
皮
切
ヲ
加
へ
、
雨
筋
ヲ
鈍
性
－
一
剥
離
シ
ア
坐
骨
紳
経
ア

露
出
シ
其
根
部
－
一
近
ク
切
断
ス
、
切
断
紳
経
幹
A

雨
断
端
ノ
接
着
ヲ
考
慮
シ
ア
何
レ
モ
切
断
部
ヨ

y
一
糎
ヲ
切
除
セ
リ
ノ
。

総
－
プ
手
術
営
日
二
血
流
ヲ
測
定
セ

Y

モ
ノ
ニ
ア

y
－プ
A

「毛

Y

ヒ、
1
7」
注
射
ア
施
サ
ズ
、
最
初
ヨ
日
ノ
「
ヲ

v
タ
シ
」
麻
酔
－
一
ヨ

y
手
術
及
貰

験
ヲ
行
へ

7
0

紳
経
ノ
刺
戟
方
法
ト
ジ
ア
A

毎
常
機
械
刺
戟
ヲ
用
ヒ
タ

9
、
刺
戟
ノ
強
度
ヲ
一
定
－
一
セ
シ
ガ
鴬
メ
－
一
特
ニ
此
目
的
－
一
作
ν
y
「
ク
レ
シ
メ
」
ア

使
用
セ
η
ノ。

第
三
節
血
流
測
定
準
備
手
術

血
流
測
定
準
備
手
術
A

総
ア
拙
著
第
一
回
報
告
－
一
記
載
セ

Y
ト
同
様
ナ
Y
方
法
－
一
従
ヘ
リ
ノ
、
即
チ
前
遁
ノ
手
術
ヲ
施
シ
タ
Y
動
物
一
一
就
キ
一

定
期
間
ヲ
経
タ
Y
後
鰻
重
一
野
ニ
一
割
シ
二
・

O
克
ノ
割
合
ヲ
以
ア
「
ウ
ノ
レ
タ
ン
」
溶
液
ノ
皮
下
注
射
ヲ
行
ヒ
充
分
麻
酔
－
一
陥
Y
ヲ
待
チ
－
プ
貰
験

謹
上
ニ
仰
臥
セ
ジ
メ
、
左
右
雨
側
ノ
下
腹
部
及
大
腿
部
ヲ
前
月
毛
消
毒
シ
、
股
静
脈
及
大
韮
回
被
静
脈
分
岐
部
ヲ
露
出
シ
、
大
盤
田
被
静
脈
ヲ
股
静
脈

ノ
分
岐
部
ア
去
Y
約
三
糎
ノ
部
一
一
於
ア
結
紫
ジ
、
結
紫
部
ト
分
岐
部
間
ニ
存
在
ス

Y
静
脈
枝
A

線
ア
結
梨
シ
、
究
デ
大
器
荻
静
脈
ノ
前
壁
－
一
於

47
分
岐
部
ヲ
去
Y
約
一
糎
ノ
部
一
一
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ヲ
挿
入
シ
得
Y
縦
走
ノ
小
裂
孔
ヲ
作
リ
ノ
、
一
方
股
静
脈
－
二
分
岐
部
ヨ
ソ
約
一
一
粧
中
極
端
ニ

糸
ヲ
通
ジ
是
二
由
コ
錘
ア
附
シ
之
ヲ
懸
引
ス

Y

コ
ト
ニ
ヨ

y
股
静
脈
ノ
血
流
ア
堰
キ
止
メ
、
同
静
脈
ノ
全
血
流
ァ
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
内
ニ
流
入
セ
シ

ム

Y
様
ニ
ナ
シ
ア
準
備
手
術
ヲ
終
Y

モ
ノ
ナ
η
ノ。

第
四
節

血
流
測
定
方
法

血
流
刈
定
方
法
モ
亦
、
前
記
準
備
手
術
ヲ
終

y
タ
Y
動
物
一
一
ツ
キ
ア
、
別
－
ア
本
質
験
ノ
目
的
ニ
特
ニ
作

v
y
十
分
ノ
一
ノ
目
盛
ヲ
有
シ
尖
端

最
小
且
ッ
鵠
性
ニ
ジ
ア
内
容
一
括
ノ
「
ガ
一
プ
ス
」
製
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ヲ
大
藩
綾
静
脈
ノ
裂
口
ニ
掃
入
ジ
葉
尖
端
ヲ
静
脈
韓
併
ヲ
損
傷
セ
ザ
Y
様

股
静
脈
内
三
連
セ
シ
メ
、
血
液
ノ
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
内
ニ
逆
流
シ
始
メ
タ
Y
瞬
間
ニ
股
静
脈
－
一
掛
ケ
タ
Y
糸
ヲ
引
キ
、
血
液
ガ
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
内

第
四
巻
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原

著
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官
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四
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第
問
答

F『

原

著、-I

ー争で
口

宮

五
四

O

（
第
四
時
抗

四
二
〉

ノ
尖
端
側
ノ
最
初
ノ
目
盛
ヨ
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第ー表 第一例犬♀ 10.300廷右側腰薦交感紳怪節状索切除

第四巻

穂 1昼
手 術時分 室 温

側）｜左｜差｜差（%）
(JlJ：門）

術 前 L午前 8.40 15.384 0.750（右＋） 5.J 38.。oc Js.0oc 

同 上 9.00 15.000 14.285 0.715（右＋） 5.0 3s.0oc 18. 00C 

右側神腰索薦経
9.30 26.666 12.244 ' 14.422（右＋） 117.8 38.00C 18.COC 

交筒感状 切 10.00 27.272 ~~·：~~ 116.161（右＋） 145.4 38.00C 1s.0oc 

除
11.00 ; 26.666 10.344 16.il22（右＋） 156.8 38.。oc 19.00C 

12.00 I 24 000 10.526 13.474（右＋） 127.5 38.。oc 19.°0C 

午後 1門別6 11.111 10.965（右＋） 98.5 37. 00C、 19.0oc 

2.00 20.000 9.677 10.323（右＋） 106.6 37.000 19.00C 

3.00 22.222 8.333 13.889（右＋） 166.6 36.05C 19.。oc

4.00 17.647 8.000 ワ11li（右：－) 19.。00

6ペHi.2lli 8.716（右＋） 116.2 36.00C 18.。oc

【
原
著
】

吉

宮

第二表第二例犬 t 8.850託右側腰薦交感紳鰹節吠索切除

五
四

一分時血流量（Jl;'E)
飽 温

手 術 日寺 分

右（術側）｜ i差ω （紅門）
室 温

左 差

術 前 午前 9.00 12.978 12.978 。 。 37.C5C 18.00C 

同 上 9.10 12.244 12.500 0.256（左＋） 2.0・ 37.05C 18. 00C 

右例榊腰薦 9.25 27.272 10.169 17.103（右＋） Hi8.J 37.05c 18. 00C 

交節感状索符切 10.00 28.571 9.:l/5 19.196（右＋） 204.7 37.。5C 18.00C’ 

除
10.30 22.22:l 9.090 13.132（右＋） 144.4 37.05C 19. 00(' 

11.30 18.750 8.219 10.531（右十） 128.J s1.05c 19.。00

午後 1.00 20.000 8.695 11.305（右＋） 130.0 37.。oc 19.00C 

3.00 24.000 8.108 15.892（右＋） 196.0 37. 00(' 19.。oc

5.00 18.181 7.228 10.953（右＋） 151.5 36. 00l' 18.。oc

7 00 14.白34 6.818 7.816（右＋） 114.6 35. 05(' 1s.0oc 

（
第
四
時
蜘

四

、，ノ



第三表 第三例 犬 t 8.050lf 右側腰琉交感市1¥1経相伏索切除後二日

一 分時 血 流：1tOO
骨豊 t足手 術 時 分

右 （術恨の（ l差 （%）
（日工門） 室 混

左 差

午後 1.00 19.352 8山吉、i 10.52!l（右＋） 119.3 as.roe J7.00C 
， 

1.30 20.G89 8.955 11.734（右ート） 132.1 38. 00C 17.00C 

2.00 19.252 9.523 9 829（右＋） 』03.2 38.00C 17.。oc
， 2.30 18.150 8月33 10.417（右＋） 125.0 3S.00C JI.。oc

3.00 20.000 8000 12.000（右＋） 1:50.0 3S.00C 17.00C 

3.30 19.日ろヨ 8.219 11.330（右け 135.4 38.00C 17.00C 

4.00 8.450 8.692（右斗） 102.s 38.' oc 17.00C 

第四表 第四例 犬 t 10.200庖右側膝薦交感紳経節吠索切除後四日

総 温手 術 時
分 （術飯川 左 ｜ 差 ｜差ω （紅門）

室 温

午前 9.30 20.689 9句；：／；） 1 l.31.J.（右＋） 120.6 38. 00C 17.00C 

10.00 18.750 8.955 9.795（右＋〉 109.3 38.《oc 17.。oc

10.30 18.181 8.955 9.126（右＋〉 IOl.9 18.00C 

11.00 18.750 8.450 10.300（右＋） 121.8 :}8.00℃ 18. 00C 

11.30 16.216 S.333 7.883（右＋） 94.6 日目.00C 18.CO℃ 

12.00 16.666 8.000 8.G66（右ート） !08.3 38.00C、 18.。oc

午後 1.00 15.789 8.108 7.681（右＋） 94.7 38.0叫 18.''0C 

第五表 第五例犬 ♀ 9.300庖右側腰薦交感市中経節，状索切除後七日

術
一 分時 血 流 量〔銘） 程 温手 時 分 室 温

右 （術側）｜ 左 差 ｜差似）
（位門）

午前10.20 16.666 8.823 7.843（右＋） 88.8 38.。oc 1向00C

11.00 17.142 8.571 8.571（右＋） IOO.O 38.00C 18.。oc

11.30 16666 8.219 8.447（右＋） 122.4 38.°0C 18.。oc

午後12.30 16.216 8.219 7.997（右＋） 97.2 38.00C‘ 18.。oc

1.00 15.789 8.000 7.789（右＋） 97.3 38.。oc 18. 00C 

2.00 15.000 i.407 7.593（右＋） !02.5 38.00C 18.00＜、

6.810（治＋） 95.3 38.°0C 1s.0oc 

第
四
谷

【

原

曽

有

】

士
ロ

官

五
四

〈
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四
時
抗

四
四
〉



右領｜！腰薦交感紳経節吠索切除後十四日

一分時血流量（括） 穏 温
手 術 日寺 分

右側川 ｜差ω （紅門）
室 温

Z匡 差

｜午後 1.25 14.634 9.090 5.544（右＋） 60.9 37.coc 17.'0C 

2.00 13.636 8.450 5.186（右＋〉 61.3 37.。oc 17. 00C 

2.30 13.043 8.333 4.710（右＋〉 56.5 37.00C 17.'0C 

3.00 13.333 8.000 5333（右＋） 66.6 37. coc 17.00C 

4.00 13.333 8.219 5.114（右＋） 62.2 37.。oc 16.。oc

5.00 12.500 7.594 4.906（右＋） 64.6 ;;;.coc rn.0oc 

6.00 11.764 I 7.407 4.357（右＋） 58.8 37.。oc 16.。oc

8.650斑t 犬第六伺j第六表

第
四
巻

r園、
原

著
L」

吉

宮
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手

第七表第一例犬 t ll.G50庖右側脊髄後根切断

｜ ｜ 一分時 .rfn. 流量（姥） ！ 
術｜時 分 ｜ー I 一一 一一「ーー｜惚混｜室温

' l右（術側）｜ 左 ｜ 差 ｜差 （？o)I 〔紅門）

前｜午後間 l12.9781 12.¥Ji8 I 0 I 0 I :l7. 05C I 2G. 00( 術

同上

脊髄後根
露出
右慣If脊髄
後枝切断

1ヨAOI 12.500 I 13.043 

1.20 I 11.111 I』1.320

1.30 I 11.111 I 9 836 12.<) :;;,05(_' 26.。oc

0.543（左＋〉

0.208（左＋）

;;;,' 5(' 2G. col' 4.2 

37.。iJ(. 2fi. co(' l.S 

12i5＇.右け

り必i（左＋）2.00 I 11.111 I 1Uj38 3.7 :Ji.υ5(' 21i.00（’ 

2.30 I 13.636 I 11.5；；日 18.1 ;;;.05（句 2G.。oc~ 098（右＋）

3.00 I 14.G34 I ];3;3：；日｜ 1.301 （右け I 9.8 

3.3o I 13.333 I 13.952 I o.Grnc左＋） I 4.4 

4.00 I 1 2.~-l-l ! H.2川 I2.041 c左＋） I 14.2 

5.oo I 11.320 I 13.3:J3 / 0.013（左＋） I o 

6.00 I 10.il』IJ.!.28川 il.Gil（左け｜ 24.9 

コ7.'5C' I 2G. 00C 

:11.・ :;c I 2G.0oc 

37.。i>CI 2G.00＜・

37.00C I 26.00C 

::7.00仁 I 2G.つoc

8.00 I 8 571 I 11.111 I 2.540(:[1正＋） I 22.s 36.00C I 25.'0C 

第八委第二例犬♀ 12.500庖右側脊備後枝切断

｜ 一分時血統量側
手

分右（術側）。｜ 左 i 差 I ｜差（%） （紅門） 室 温

術 前 午前 9.00 17.647 18.750 1.103（左＋） 5.9 38. 'OC 24.coc 

同 上 9.20 16.666 16.666 。 。 38.00C 24.00C 

割喜騎前後根= 9.50 11.538 11.320 0.218（左＋） 1.9 38. 'OC' 24.00C 

10.00 12.244 10.526 1.718（右＋） 16.3 38.。oc 24.00C 

10.30 9.523 5.454 4.069（右＋） 74.7 38.。oc 24.00C 

11.00 10.!H4 S.000 2.344（右ト） 38.00C 
、

24.00C 29.3 

11.30 9.090 !J.375 0.285（左＋） 3.0 :i7.05（ー 2.i.0oc 
． 

12.00 9.230 8.000 1.230（右＋） 15.3 37.＇九t’ 24.。oc

午後 100 8.695 /.(158 ].I i:li （右十） 23.1 37・00C 25.00（’ 

2.00 7.594 8.695 1.101（左＋） 12.6 36. 0 5(' 25.00<.' 

3.00 6.000 7.500 1.500（左＋） 20.0 36.。oc 25.'0C 

4.00 5.263 5.263 。 。 36.00C 25.'0l守

5.00 4.000 5.940 1.940（左＋） 32.6 35.〔5、 24. OC' 

第
閥
単
せ

【
原
著
〕

吉

宮

五
四
四

〈
第
閥
競

四
六
）



第九表第三例犬 t 9.100延右側脊鎚後根切断後九時間乃至十五時間十分

竹山間谷

一分時血流量（括） 健 温
手 術 時 メ~.、， 

右側リ〉｜ l差（μ）
(IJJ：門） 室 温

左 差

術後九時 午後』 50 8.219 9.375 1.156（左＋） 12.3 36.。oc 20.0oc 

間
5.30 7.792 10.000 2.308（左＋） 23.0 36.00C 20.れoc

6.00 7.692 8.4；）り 0.758（左斗ー） 8.9 36.。oc 20.。oc

7.00 8.219 8.000 0.2］！）（右ト） 2.7 36.'0C 20.内Ol‘

8.00 6.741 9.836 3.095（左＋） 31.3 35.<5C 20.000 

9.00 6.185 !l.836 3.651 c左＋） 37.J 35.00C 20.rO（’ 

10.00 6.898 8.219 1.321（左＋） !6.0 35.。oc 19.000 

11.00 5.940 9.677 4.017（左＋） 41.4 35.'0C 19.。oc

【
原
著
】

士ロ

官

第＋表 第四例 犬 t 11.l:iO紅ー右側脊髄後枝切膨i後二十四日寺間乃至三十二日寺岡五十分

一分時血流量（姥） 健 混
手 術 時 メ，司、

右（制il)I ｜差（%）
（紅門）

室 温
左 差

術後三十 午後 2.10 9.677 ] 2.~ · 78 3.301（左＋） 34.l 36. 05(' 21.'0C 
四時間

2.30 9.375 12.500 3.125（左＋） 25.0 36.050 21.°0C 

300 9.523 10.526 1.003（左＋） 9.5 36.'50 21.。oc

400 8.108 7.894 0.214（左＋） 2.s 36.。5C 21.000 

5.00 8.219 9.230 1.011（左＋〉 10.9 3円.00C 21.。0む

7.00 7.142 9.677 2.535（左＋） 26.l 35.。oc 21.。oc

9.00 6.122 8.823 2.701（左＋） ;rn.6 35.'0C 20.0oc 

第＋ー表第五例犬♀ 8.800廷右側脊髄後根切断後三日

五凶五

一分時血流最（:it[)
髄 混手 術 時 メ＇1、ー

右側f白川 ｜差ω （日；I：門）
室 温

左 差

午後 2.00 8.071 2.540、左＋） 22.s 37.coc 22.°0C 

2.30 7.:;J 3 I;:.!J02 5.6a9（左＋） 40-4 37.00C 22. 0oc: 

3.00 7.G!J~ I0.3H 2.652（左＋） 25.6 37.。oc 22.0oc 

3.30 8.108 !l.2:>0 1.122（左＋） 12.1 37.00C 22.coc‘ 

4.00 7.058 9.0!JO 1.061（左＋） 12.9 37. roe 22.0oc 

5.00 7.500 10.344 2.844（友十） 27.5 07.。oc 22.000 

6.00 li.818 7.6¥J:l 0.874（左＋） I J.3 37.'0C 22.0oc 

（
第
削
減

凶
七
）



第＋ニ表第六例犬 t ’i.DOO託右側脊悩i長恨ti]留「I後五日

一分時血流 J止Cil:O
健 並立

手 分

右側川 ｜差似）
（紅門）

室 温
左 差

午前10.15 10.16¥) 13.333 16.2 36.05(. 26.00C 

10.30 K :l ]¥) 10 Ol0 4吋 ・l（左＋） 36.9 36.C5(' 26.00C 

11.00 ~1.:-:00 I 1:i.:i.14 :lAOl-i（左」） )9.6 ;;o.05（、 26.。oc

11.30 8.'.l]¥) 9.090 0.871（左。 9.5 リ－・ρ’.0υ~ （. 26. coc 

午後12.::0 8.000 111.:;44 2.:lH（左＋） 22.6 36.＇日（＇ 26.°0C 

1.00 1.228 リli/7 :l.l4¥J（左＋） 25.2 36."5（、 26.00(' 

2.00 (i，.［ユI 10.16!) 3.718（左＋） 36.5 36.0日（ 26. 00（‘ 

第＋三表第七例犬 t 8.200庖右側脊髄後根1:））陵町後七日

手 争時 日寺 室 温
之刈主、 右（術側）｜ 左 ｜ 差 ｜ 差（%） （聞）

午後 1.50 ¥) 1-i:J6 9.836 。 。 38.。oc 25.。oc

2.20 9.375 10.526 1.151 （右け lo.9 38.’oc 25.°0C 

3.00 10.169 12.000 1勾 1（右十） 15.3 38.00C 25.00C 

3.30 9.000 9.677 0.587（右＋） 6.0 38.。oc 25.00C 

4.00 9.230 9.677 0.447（右＋） 4.6 38.00C 25.。oc

4.30 s.02 ：~ 8.823 。 。 38.00(' 25.。oc

5.00 8.450 9677 1.227 （右＋） 12.6 38.00C 25.。oc

第＋回表第八例犬 ♀ 13.450庖右側脊髄後根切断後十日

手 術 l時 憾温｜室温
（紅門） ｜ 

1, l ハ

:Ji. 5l' I 21.0oc 

37 .. ;c ! 2i.00C守

37. 5C I 27 °0C 

:Ji. 5C I 川

37. 05l' I 27.。oc

37目やろc ! 21.0oc 

37.00C I 27.。oc

36 . .JC j 27. 00C 

差

量作目 ！ 

l ~（%） I 
8.8 I 

0.4 I 

時血流

14.6::1 I i幼 I（左＋）午前10.30

11.00 

13.636 

12.!)78 13.043 0.065（左＋）

1Lso I 12.000 I 12.500 I o.5ooc左十）｜ 4.0 

12.00 I 10.526 I 10.109 I 0.157（右十）｜ 1.4 

午後 1.00I 11.320 I 12.000 I o.Gsoc左＋）｜ 5.6 

1.so I 11泊 oI 11.7ti4 I り4H（左ト） I 3.7 

2.00 I 9.375 I s.s2a I o.5.)2（右＋） I 6.2 

川川…州右卜＞I s.3 

第
四
谷

【
原
著
】

宮

五
四
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第＋五表第九伊j 犬 t 13.500託右側脊髄後根切断後十四日

第四巻

一分時血流量（iiTI) 惚 温
手 術 時 分

右（術債の｜ ｜差ω （紅門）
室 温

左 差

午前 9.50 12.000 11.320 0.680（右＋） 6.0 38.00C 26.00C 

10.20 10.714 10.344 0.270（右＋） 3.5 38.。oc 26.。oc

10.50 10.714 9 677 l.OJ7右＋） 10.7 38.~oc 26.00C 

U.30 10.526 10.000 0.526（右＋） 5.2 38.00C 26.00C 

12.00 9.523 9.375 0.045（右け 0.4 38.00C 27.’oc 

午後 1.00 10.169 9.677 0 492（左＋） l!.O 38.COl' 27.00C 

2.00 9.230 9.230 。 。 38.00C 27.'0C 

【
原
著
】

士
口

宮

第＋六表第十例犬 t 15.350庖右側脊髄後根切断後十六日

五四七

一分時血流量（括）
穏 温手 術 時 分

右（術館。｜ ｜差（%）
<n工門） 室 混

左 差

午後 1.10 14.634 15.000 0.366（左＋） 2.4 37."5C 26.00C 

1.30 12.978 12.244 0.734（右＋） 5.9 37.τ5C 26.00C 

2.00 13.043 13.636 0.593（左＋） 4.3 37.'5C 26.00C 

2.30 11.764 12.000 0.236（左＋） J.9 37.05C唱 26.00C 

3.00 11.111 11.538 0.427（左＋） 3.7 37. 05（可 26.00C 

3.30 11.538 10.909 0.629（右＋〉 5.7 37.C5C 26.。00

4.00 10.344 10.344 。 。 37.000 26.000 

5.00 9.836 9.230 0.606（右＋〉 6.5 37.。oc 2".000 

〈
第
例
披

四
九
〉

/ 
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第
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節

所

見

概

括

第
一
例
及
第
二
例
、
後
根
切
断
直
後
ヨ
・
9
六
時
間
乃
至
七
時
間

三
日一

y
測
定
セ

Y

毛
ノ
ニ

γ
ア
術
後
一
時
間
乃
至
二
時
間
迄
A

術
側
ニ
於
－
プ

血
流
A

多
少
、
増
加
ノ
傾
向
ア
示
シ
、
二
時
間
後
－
一
至
レ
バ
漸
時
減
少
ス

Y
ヲ
認
ム
。

第
三
例
、
術
後
九
時
間
乃
至
十
五
時
間
十
分
ノ
問
ニ
測
定
セ

Y
屯
ノ
ニ
シ
ア
、
此
期
間
二
於
－
プ
モ
亦
切
断
側
ニ
於
ア
血
流
ノ
減
少
ヲ
示
セ

7
0

第
四
例
、
術
後
二
十
四
時
間
乃
至
三
十
二
時
間
玉
十
分
ノ
閑
ニ
測
定
セ

Y
号
ノ
ニ
ジ
ア
共
ニ
術
側
ノ
減
少
ヲ
認
ム
。

第
五
倒
、
術
後
三
日
ヲ
経
－
Y
測
定
セ

Y
此
時
期
こ
於
－
プ
モ
向
ホ
術
側
ノ
減
少
ヲ
認
ム
。

第
六
例
、
術
後
五
日
ア
経
ア
測
定
セ

Y
モ
ノ
ニ
ジ
ア
此
時
期
一
一
於
ア
モ
同
様
一
一
減
少
ヲ
認
ム
。

第
七
例
、
術
後
七
日
ニ
測
定
セ

Y

モ
ノ
ニ
ア
リ
ア
A

却
－
ア
術
側
ノ
増
加
ヲ
一
不
セ
ド
毛
、
其
程
度
A

誤
差
ノ
範
園
ア
超
ユ
ル
コ
ト
極
メ
ア
僅
少
ナ

y
。

第
八
例
、
術
後
十
日
ニ
測
定
セ

Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
此
時
期
ュ
於
－
7
A
既
－
一
正
常
時
ニ
比
シ
業
増
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ヲ
判
別
シ
得
ズ
、
即
チ
誤
差
ノ
範
国
ヲ
出
デ
ズ
。

第
九
例
及
第
十
例
、
術
後
十
四
日
及
十
六
日
ニ
測
定
セ

Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
共
－
一
正
常
時
誤
差
ノ
範
囲
内
ニ
ジ
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此
時
期
ニ
於
ア
A

血
流
ノ
増
減

ヲ
認
メ
ズ
。
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A
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血
流
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Y
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日
頃
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手
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ノ
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流
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一

鶴
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ス

Y
モ
ノ
、
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ク
、
此
成
績
A

略
大
津
氏

ノ
質
験
成
績
－
二
致
ス

Y

モ
ノ
ナ
η
ノ。

第
六
節

坐
骨
一
脚
経
切
断
ガ
営
該
下
肢
ノ
血
流
ア
増
加
セ
シ
ム

Y

コ
ト
月
余
ノ
第
一
回
報
告
－
一
ヨ
リ
ア
明
カ
ナ
レ
ド
モ
、
余
川
克
二
以
下
ノ
本
質
験
ア

行
プ
ニ
嘗
夕
、
一
側
下
肢
ニ
向
フ
線
ア
ノ
末
梢
混
合
紳
経
ヲ
中
橿
部
ヨ
リ
遮
断
ス
U
Y

結
果
費
現
ス
w
y

血
流
ノ
襲
化
ヲ
観
察
シ
置
キ
、
以
ア
本
質

験
成
績
批
判
ノ
基
礎
ト
ナ
ス
必
要
ア

y
シ
ヲ
以
ア
、
手
術
直
後
ヨ
リ
ノ
術
後
十
四
日
間
－
一
百
一

y
一
側
ノ
坐
骨
紳
経
及
股
紳
鰹
ヲ
切
断
シ
雨
下
肢
ノ

血
沈
ヲ
測
定
ジ
究
ノ
結
果
ヲ
得
タ

9
0

坐
骨
神
鰹
反
股
紳
経
切
臨



第＋七表第一例犬 t 10.550庖右側坐骨神経及股紳経切断

第四巻

手 術 日寺
｜ 一分時血流 量（路） 慌 温

室 温
分 i右側｜川左｜ 差 l差（%）

（紅門）

術 ti! 午前 8.40 10.169 10.344 0.175（左＋） 1.6 38.00C 19.。oc

同 J: 8.50 9836 9.836 。 。 38.00C 19.。oc

紳右経側及坐骨股
9.10 21.428 9.523 11.905（右＋） 126.0 38.。oc 19.。oc

紳鰹切断 9.40 26.666 9.230 17.436（右＋） 188.9 38.。oc 20.。oc

10.00 24.000 8.823 15.177（右＋〉 171.9 38.00C 20.。oc

10.30 25.000 9.375 15.625（右←） 166.7 38.00C 20.。oc

11.00 25.000 8.450 lG.550（右＋） 193.4 38.00C 20.<oc 

12.00 21428 7.792 13.636（右＋） 175.0 37.。5C 20.。oc

午後 2.00 19.352 7500 ll.852（右＋〉 158.0 36.。5C 20.coc 

4.00 22.222 7.228 14.994（右＋） 207.4 36.' o ~； 19.00C 

【
原
著
】

士
日

宮

第＋八表第二例犬合 11.600延右償lj坐骨紳経及股紳締切断

五回九

分 1

一分時血流 量（銘）
憾 温手

右（術仮川 ｜差例
（紅門）

室 温
左 差

術 前 午前 9.15 13.043 12.500 0.543（右＋） 38.。oc 20.。oc

同 J二 9.30 12.000 12.244 0.244（左＋） 38.COC 20.。oc

右紳綴側及主長骨股
9.45 21.428 11.lll 10.317（有＋） 92.8 38.' oc・ 20.'0C 

神経切断 10.20 25.000 9.677 15.323（右＋） 158.3 38.。oc 21.。oc

11.00 23.076 9.375 13.701（右＋） 146.1 38.coc 21.000 

12.00 21.428 8.823 12.605（右＋） 142.8 38.00C 21.。oc

午後 2.00 23.076 8.571 14.626（右＋） 173.0 37.00 21.。oc

4.00 19.352 8.108 11244（右＋） 138.6 37. oc 20.。oc

6.00 20.000 7.792 12.208（右＋） 156.6 36.°0C 20.。oc

（
第
四
披

五

、＿，



第
四
谷

F『

原
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、－＇

吉

宮

右側坐骨紳怨及股紳~Jr切断後三日

手 術 時 分 ［恒温｜ 温有（術~l~~I 乞｜ 差 I&(%) （股門） 室

午前10.00 18.750 ' 8.823 9.927（右＋） 112.5 38.00C 21.。oc
10.30 8.511 9.076（布＋） 105.8 ss.0oc 21.。oc
11.00 1 S.181 8.219 9.962（右＋） 121.2 38.000 21.。oc
11.30 19.352 8.450 10.902（右＋） 129.0 38.。oc 21.°0C 

午後12.30 ]'i.142 8.000 9.142（右＋） 114.1 38.00C : 21.roc 

1.30 l'i.1-l~ I 7.058 10.084（右＋〉 142.8 38，。oc! 21.00C 

3.00 7.313 9.353〔右＋） 127.8 ss.0oc 21.00C 

8.750疋t 犬第三例第＋丸表

右飯｜！坐骨神経及Hll'.神経切断後七日

ド一分時血統帥〉 惚， 混手 術 時
分 （術恨川 左 I 差 ｜楚（%）

（紅門）
室 温

午後 1.45 Ii.ii.ti i 8.5il 9.076（右十） 105.8 37.roc 22.0oc 

2.10 18.181 8.333 10.417（右＋〉 125.0 37.00C 22.0oc 

3.00 17.142 8.219 8.923（右＋） 108.5 37.。oc 22.000 

3.30 15.789 8.000 7.789（右＋） 97.3 ：〕7.00C 22.。OC'

4.00 16.216 7.500 8.716（右＋） 116.2 36.。5C 22.00ぐ

5.00 16.216 7.228 8.988（右＋） 124.3 36.COC 21.0oc 

6.00 15.384 7.407 7.¥177（右＋） 107.6 36.'0C 21.。0（’

9.050庖♀ 犬第四例第二＋表

｜ 一分時血統帥〉 惚 混手 術 時
分布（術飯川 左｜ 差 ｜差（%）

(l!J：門）
室 温

午前10.05 19.352 11.320 8.032（右＋） 36.<0C 22.000 

10.30 20.000 11.111 8.889（右＋） 80.0 I 36.00C 22.0oc 

11.00 18.750 10.526 8.224（右＋） 36.。oc 23.00C 

12.00 18.750 10.000 S.750（右＋） 36.COC 23.。OC'

午後 1.00 17.142 10.169 6.973（右＋） 68.5 36.000 23.000 

2.00 17.647 8.272（右＋） 36.00C‘ 23.000 

3.00 16.666 8.823 7.843（右＋） 88.8 36.。oc 23.COC 

五
五

O

（
第
四
時
蜘

右仮JI坐骨/ii申t,r及股紳経切断後十四日t 11.300延犬第五例第二＋ー表
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